








































































































































































南京｜ 8 ｜母の葬儀等で？帰郷 ｜中国情勢急転（篤介石下野、







































（青島 ll (41 I江市晩報への蒋介石一派の反発
I ｜に対して、西山会縞派につく































上海｜ 7 ｜過度の攻撃により晩報休刊 ｜〔中原大限） ( 5 ～ 11 月）
居正の不在で活動停領 ｜務軍の反攻失敗
｜〔拡大会議〕（7.13)
北平 1 8 1 「新国民政府J 設立等のため陳｜
| ｜箇民の後姿と北平にとどまる ｜山西軍、山東省で
天i本 l | | 山東軍に大敗
9 I 1 〔北平国民政府発足〕（9.l)





























































































































































( 1 ）保阪正康 I仁あり義あり、心は天下にあり J （朝日ソノラマ、 1992 年）、結束博治『醇なる日本人J （プレジデント社、同年）、
馬場毅「孫文と山田兄弟J (f愛知大学国際問題研究所紀要j 第 126 号、 2005 年）、同「東亜同文書院関係者の中国草命支援J
および「孫文を支援した山田兄弟J （『愛知大学東亜同文書院大学記念センターオープン・リサーチ・センター年報j 第 2 号、
2008 年）。
( 2 ）「中国新軍閥混戦J という呼称（毛沢東の言にちなんで 1980 年代より、張同新氏や王光速氏らによって提唱）、さらには
その定義自体について最近、“中国共産党中心史観”などとの見地から否定的な意見が出ているようであるが、ここでは
便宜上の仮称としてこの呼称・定義を用いることにする（もっとも、筆者としては思想的な意図はないことを理解された
( 3 ）李静之「試論蒋謂問中原大戦J （王槍林・魯掻祥編 f中国現代史百題下j、湖南人民出版社、 1982 年） 917 頁。原文を錐者訳。
( 4 ）外務省編 f日本外交年表並主要文書下J （原書房、 1966 年） 101 頁。原文の仮名はカタカナ。
( 5 ）鄭全備「日本帝国主義与一九二七到一九三一的中国軍閥戦争」 <r鹿門大学学報1 1982 年第二期号） 124 頁。原文を筆者訳。
( 6 ）「中国新軍閥混戦」こと、当時の国民党内戦については、最近になって小林道彦氏が「日本陸軍と中原大戦」（f北九州市
立大学法政論集j 第 32 巻第 1 号、 2004 年）で詳しくふれたが、同論では「日本の満州事変研究は」この情勢に対して「十
分な関心を払って来なかった」（ 2 頁）としている。
< 1 ) r 日本外交文書J （外務省編、シリーズで刊行）では『昭和期 I 第一部j の第七 5 巻に、 f参謀本部密大日記J （時期ごと
に各文書を製本、防衛省防衛研究所図書館蔵）では 1930 （昭和 5 ）年の各月分に、それぞれ記述が見られる。
( 8 ）拙稿「f中国新箪閥混戦j と日本陸軍J （『軍事史学j 第 36 巻 3 ・ 4 合併号、 2001 年）のほか、同月中国新軍閥混戦j へ




(IO）今泉潤太郎・藤田佳久「孫文、山田良政・純三郎関係資料について」（『愛知大学国際問題研究所紀要j 第 97 号、 1992 年）
および、今泉・佃・藤森猛「孫文、山田良政・純三郎関係資料補遺J （『愛知大学東亜同文書院大学記念センター記念報j
VOL. 4 、 1996 年）、今泉・武井義和「…補遺（続） J （『…記念報j Vol.5、 98年）に、山田順造氏からの各資料のリストを収録。
(II）同前今泉・藤田論文内目録 459 ～ 469 頁が該当部分（筆者が整理を担当）。
(12）同前 464 ～ 466 頁。南京慮殺事件の責任を問われ、のちに極東軍事裁判で死刑に処せられた松井の、純三郎との関係につ
いては前掲結束著の 256 ～ 260 頁に述べられているほか、『歴史と旅Jl990 年特別増刊号「帝国陸軍将軍総覧」の 176 頁には、
「東京裁判の公判中、孫文の革命を助けた山田純三郎が、親しかった蒋介石に松井大将のことを頼んだところ、蒋介石の
返事は、 f松井大将は日本の代表としてだから仕方ないj であったJ との、萩原雄二郎氏による記述がある。
(13）上原勇作関係文書研究会編『上原勇作関係文書J 0976 年、東京大学出版会）622 ～ 625 頁。日付は昭和 3 (1928）年 12 月 15 日。
(14）前掲今泉・藤田論文内目録 460、 461 頁。会見の目的は不明（結局会見できず）。
(15）同前 465、 467 頁。





に推薦された。前掲結束著 259、 260 頁および、愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵の山田順造氏整理ファイル「陳
中宇先生J （分類NuB -54）内の資料より）。
(17）前掲 f上原勇作関係文書J 624、 625 頁。
(18）前掲今泉・藤田論文内目録 460、 465 頁。反蒋介石・反共産党を旗印とした西山会議派の中心人物には居正や謝持がいて（写
真①参照）、その名は 1925 年 11 月に北京西山碧雲寺の孫文霊前で聞かれた、同派要人の会議による。
(19）同前 460、 465 頁。“日中交渉が行きづまった”とある。
(20）同前 461、 464 頁。陳中字の青島接収委員任命について、国民政府外交部長は日本の南京領事に対し、自らは無関係とし
た上で必要以上の権限を陳に与えさせぬよう要請している（外務省編 f日本外交文書昭和期 I 第一部第三巻j、 1993 年、
同省、 555、 556 頁）。
(21）同前（今泉・藤田論文内目録） 469 頁。交渉については諸官庁や三井・三菱のほか、陸軍の坂西（利八郎か）中将とも行なっ





(23）前掲今泉・藤田論文内目録 468、 469 頁。その中で西山会議派が、反蒋各派を相互連絡しているとの内容のものが特に注
目される（同 468 頁）。
(24）前掲結束著 238 頁。ほかにも純三郎は満州事変直前に、広東反蒋政府の陳友仁外交部長を日本に派遣して、幣原喜重郎外




本陸軍と中国j 、 1999 年、講談社選書メチエ、に詳述）。
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〔付録〕「佐々木」より山田純三郎への書状・意見書
拝啓貴下御留守中小生は廿二日東京出後前晩神
戸ニ着き廿四日葉君を見送りして同時に神戸
より長崎ニ向ふ直ぐ長崎市ニ入いる筈の慮汽
車中種々の事情ありたるニ付き諌早鵜ニ下車
し廿五日早朝パスにて雲仙ニ参り候何年前長
崎の御宅に御厄介に掛けたる事も有之候今は
御宅も上海に引揚け成るべく長崎の家を不為
口なる事を避け特ニ此雲仙ニ来り二日間滞在中
在京の時は試を落着かず筆を取れぬ分嘗地に
て漸く一書を草し別紙御送附申上候問御賢察
被成下度候要綱は何れ貴下大島ニ於て御書き
なされたる事ニ存上候小生の草稿は唯貴下の
参考として書き上けたるものニ付き何卒御閲
覧の上貴書ニ組入れが出来れば幸甚しき小生
は本廿七日パスにて長崎の家に帰り三四日位家
に居りて路を迂廻ニなるも島原を経て熊本ニ
渡り熊本より別府に行き更らに別府より船に
便乗して大阪へ来る殻定其上帰京可致候来月
早々となるかも知れぬ若し，急用有之候は？小
生長崎の家ニ御打電被下度候小生長崎出立の
時は何れ又電報で御通知可申上候
先は用事のみ勿々不一
十月廿七日 佐々木
山田様侍史
強固なる反蒋陣営を再建する必要ニ就而
一、事変前は各派が各地に於て反蒋の陣営ありし
も其強固を鉄きたる事と各派自身の聯絡不健
全と及び日本の釣反蒋派の主張も不一致と徹
底なる反蒋の方針無きが為め遺憾ながら反蒋
各派は数年間に於て各地で相前後して皆な敗績
374 
（原文一縦書きーのまま。〔〕内は補注）
を取り今や之れを演じ抗戦を以て舗期的の反蒋
を停頓せるのみならず蒋氏抗戦時期を利用し
て却而反蒋を変じて擁蒋となる傾きあり若し其
反蒋が成功して居れば或は此度の事変も免か
れたるかと思ふべし今後も猶ほ蒋氏を下野か
外遊でもさせねば両園の不幸事は益々披大と延
長ニ陥れりされと其方法と時と綾秘の計劃が
あらされば前轍を踏む虞れあり先づ之れまで
の其過去の失敗を説き又将ニ来らんとする方法
を述ぷ
過去庚西派は武漢附近で蒋軍に滋撃され一敗
地ニ塗れ両湖の地盤を取られ僅かの残軍を引
いて庚西に逃還せり其後績いて山西省の閤錫
山と西北の J馬玉祥との聯合して又反蒋の旗を
挙げ閣は華北と山西省鴻は西北より河南省に
至る聯合軍を以て蒋軍ニ封時する事久し将・ニ
決まると為らんの慮奉天張学良蒋派より説伏さ
れ兵を天津と北京一帯ニ進駐ニ依りて閤鳴も
又敗られたり其翌年民園二十年〔1931 年〕頃
贋西派の李〔宗仁〕白〔崇鵡〕再び康東の陳済
裳一派ニ協力を以て両庚で濁立し之れは反蒋
の旗織鮮明なるが故漸ゃく蒋介石の下野の目的
を達し慮其時蒋の勢力は既ニ南は雲南まで伸
べ北は長域外にも及ぶ其潜力盤根の如し尚ほ
下野の際自分の信任ある部下を江蘇、漸江、安
徽、四省乃ち南京反蒋政府の肘肢の許ニ各省の
ロマ｝主席を配置して再起の預線を張りたる上故郷奉
化ニ帰れり其後反蒋派は孫科を以て政府を組
織し孫科自ら行政院長と任す然れとも蒋氏預
線の四省の主席は孫科の命令を服従せぬ為め
財政の梗塞と他の種々の事情ニ出曾ひ短命内閣
となり僅か一ヶ月を以て孫科は辞職ニ止む得
ざるニ至り蒋は前の伏線の功を奏して三度宙
南京ニ入り注精衛を行政院長ニす蒋は軍事委
員曾を組織し南京政府の最高機関として崎形の
軍事委員長となり軍事政事一切ニ掌握し濁裁政
治を取り寓能の檀専を以てせり迂の在職中最
後三畿の弾丸を以て託を其場ニ倒す注は本圏
ニ居る事不安と恐れ外国に走り偶々西安事件
起り｝や機を見る事敏のj王氏は濁逸より帰園を急
ぎ途半はにて蒋は張〔学良〕楊〔虎城〕一派
と共産党との妥協成立せり j王より一足早く張
学良の飛行機で張学良自らパイロットで洛陽ニ
着陸同道て南京ニ帰れり j王其事関知した時は
引還へるには出来ず船中で？と然自失ニ折れた
るも政権を取る機舎を失す同時ニ各反蒋派は
隠忍して雌伏せりも然し反蒋の念は愈々熱烈
なるも地盤既ニ失ひ或は僅かの地盤を守るの
み蒋には表面服従せねばならぬ是れで期せず
して抗戦の政策を唱へ之れを仮りて反蒋の目
的を逮せんとする日本も反蒋派ニ対する方針
不徹底の為め偶麓〔虚〕繕橋事件起るや星々
の大を遂燦原の矩となり戦争ニ至り今日の反
蒋派事変中は反蒋の路を蔽塞され其目的を逮せ
ず抗戦の政策の途ニ辿りッ、あり事変落着す
れば必らず反蒋の皐再燃する事は必せり今後
は日本の方針を誤らぬ様珍かじめ準備して方
針を建てる事
二、人物の精選
革命軍北伐成功の後奮軍閥と政治家の系統
は北方ニ於ては僅か閤錫山と J馬玉祥のみ北方ニ
居りて北伐ニ響応し商は四川、雲南及び早く
革命軍ニ合して共ニ北伐ニ加へたる李宗仁白崇
稽系丈け痛は早くに崩壊せり閣も一度は失遂
せるも山西省に於て潜勢力深きが為め間もな
く又山西省の地盤を恢復の機を得たり四川雲
南系は北伐ニ参加せざるも未た表面で反蒋の軍
を器げたる事なきも以て蒋氏との暗闘で常ニ
戒心中にして一昨年四川劉主席は武漢ニ於て
変死せり李白は早く北伐ニ参加したる為め蒋
氏とは屡々事を構へたる事あるも何分痩せた
る鹿西省の地盤丈けでは到底蒋ニ叶はぬ反蒋
山田純三郎と「中国新軍閥混戦」
の成功鐙束ず故ニ蒋と時々即す時々離し今は
抗戦中釣外一致の建前として共ニ抗戦して居
るも一朝和平を成立せば双方より邪見を起る
事必せり其他前安福系と直隷派の残党は革命
軍の北伐ニ敗績ニ依りて地盤を失ひ又は職権
を奪はれたる故ニ園民党を敵視するも此両系
は既ニ時代ニ遅れ時代より置き去りたるも彼
等は是れを気付がずして唯自分職の為め圏民
党の反蒋と園民党を恨み丈けあるも人民の同
情もな｛ぎれば一向共鳴もせぬ其部下達は蒋氏
の許ニ走り屈膝して獄官の運動を以て恥とせ
ずのみ未た蒋氏ニ走らぬ残り者は今回事変中
北支ニ於て多少政権を得たりしも 時局の憂慮
も認識もせず政権もなきれば手脈も持たぬ南
ニ知己も無し唯外力を俵りて職権得る為め園
民党や蒋氏を反封するも絶叫すればする程人
作マ｝
民は相躍らず却而人民より賎薄と見られで終
るのみ世は既ニデモクラシイより全体園家の
今日彼等は徒らに墨守ある能事とす或は愚民
政治を施行の輩等は将ニ清算されたる事も目醒
めず故ニ南方の政治家ニ敵せず又蒋氏ニ取り
ては何等の痛捧も感せず北支ニ於ては新人物
と渇望して止まぬ唯自分の職権を得るの園り
て笠場する反蒋派で無く堂々たる蒋氏の政策
を打ち勝つ又は時代ニ膳じ主張を持ツ事変後
の親日家で無く日支両国親善の信念を恒ニ牢
固たる意見を持ち居る人を以て南の奮軍閥の
聯絡と操縦の出来る事と又は園民党ニ知己を
津山ある人でなきれば南の人を共鳴ニならぬ故
是非時代ニ遅れぬ人を物色して北支ニ据置き
徐々ニ反蒋の賓を器げ得る人を必要となり
三、強固不抜の地盤を選定する事ニ付き
ση 
強固不抜の地盤ありて始めて反蒋の計劃ニ成
る事変前の反蒋派は強固不抜なる地盤の根様
地なきが為め数年間に於て蒋氏ニ個々別々の
反蒋派｛白｝撃破せられ事変後の反蒋派は人物精
選せざるが為め又何事も成し繕げを得ず遂ニ
事変は長期性ニ至り両国の不幸事益々拡大とて
3τ5 
止まぬ今北支は乃ち不抜の地盤を出来若し依
然反蒋の人物を得られねば折角の良き地盤を
持ち居るも何の役にも立たず常ニ失意政治家
の獄官運動の場所として提供するのみは賓ニ遺
憾を繰返す事と存じ南北の反蒋派は抗戦中と
難とも決して反蒋を忘れて居らぬ唯時局牽制
で瞥く停頓あるのみ之れて不抜なる地盤を利
用し策源地として秘密ニ計劃と聯絡を取られた
る時は必らず翁然として相黙契約の結合を行
ひ得る南反蒋派の自分の持ち居る地盤を戦火
ニ依りて失はぬ内何かの方法で地盤の保有ニ
相侠て反蒋の陣営を再建する事は左程難事とは
思はぬ一朝和平を成立した暁は各反蒋派を連
結して直く反蒋の皐を起すの準備となり今度
は事変前と異りて反蒋は各派ニ聯絡もあれば不
抜の地盤有る故南北各反蒋派は非常之力ニ頼
りになる側蒋の事業も容易とならん乃ち反蒋
派再び撃破される虞れ歩きが故なり反蒋派は
益々力を強化ニなる遂には不徳と園家の政治
を私する蒋氏ニ封して全図的の反封で蒋の下
野も外遊も賓現するものなり若し和平後依然
蒋氏の天下であれば蒋氏は愈々民族英雄気取
り東亜の不為ニ至り英米は益々東亜の問題ニ
於て硬直ニなる之れは事変慮理ニ非常なる癌
となり地盤は中支より北支ニ如ず之れは日本
が常ニ反蒋の徹底的の援助出来るを以て完も計
を得たるものとす
四、全面平和と反蒋計劃の連鎖
日本は事変を四年越しに亘り今は平和熱望
せるも蒋介石2釣手とせずの聾明あるが故ニ
蒋氏は平和の権をなきがニ依りてカあらん限
り抗戦を績き軍事はもふ冬重要の地盤日本軍
ニ占領せられしも支那人民未た蒋氏を棄てぬは
但し抗戦時期ニあるが為め之れで長びけば戦
争は何時までも績けるものと覚悟せねばならぬ
支那歴代の歴史を讃んでも明きらかで相嘗ニ長
き年月をか＝る事は勿論日本は千載一遇ニ際
曾し益々南進政策の愛展を謀るニ付き支那事
376 
変慮理せねば南進後展の障擬となるべきもので
一日も早く時局の慮理を急く必要あり併し蒋
。司
氏とは釣手せずの聾明をあり全面和平ニ就而
はj王政府ニは既ニ望まぬ事である故残りは南
北派を合せ反蒋と和平と連鎖の計劃で進めるの
一途ある将来若し重慶政府とても封手する時
は人民と各派より蒋の敗け戦の罪と平和線件
の責任を負はする様ニ帰宿となり宅蒋の下野を
迫るの一策を準備の必要あり蒋の下野は日本
より直接要求すれば却而反釣の現象となり蒋
は益々自ら顧みて奇貨とし人民ニ欺きの資料と
なる客易ニ下野の賓現ニ至ら口結局戦争の長
期性ニ至るのみ之れを方法換へて各反蒋派ニ
反蒋の機運を作らせ漸次ニ平和と反蒋との相違
作司
鎖して平和表面ニ現はす反蒋は始めは裏面で
行ひ一朝愈々平和成立する暁は蒋の下野にも
到達する時を進行して今より支那の圏内の反
蒋派ニ其機運を熟させる様にされた方が一石二
鳥と思ふ全面平和も自然ニ道を開けるものと
なる時局の慮理の賓現ニ至れば両園の不幸事
も早く解消せられて日本は益々南進政策の護
展の道ニ上らんとす園運を開拓する道に専一
の必要あり
五、占領地内支那人民の生活の安定と改善
支那人民は勿論一刻も早く平和の恢復を渇望
するも重慶政府園際の援助を新段階ニ入りと
j王氏南京政府還都と唱へ全圏平和を標梼し人
民は大ニ期待せるも今や全面平和の賓現なら
ぬ許りでなく人民ニ失望せられ依りて平和は
局部ニもならぬ庄の名望も一掃され蒋は益々
日本の政治工作は悉く失敗に帰せりと攻撃し
残り軍事あるのみと人民ニ宣停の材料とす故
ニ南京よりも北京の方が地の利と人民の和と比
較的多分ある故へ先づ北京より人民の安定と
日常生活の改善治安を岡り日本の不利となら
ぬ範囲で充分改善する絵地あると認むる事ある
筈併し之れも談は易し行ふは難し有為の為政
者であらされば到底望めぬ事て人物の選良する
を相侠って急ニ積極的なるも消極的の善政仮て
物償昂上の未然ニ抑へ人民倫安の風俗を矯正し
反蒋の徹底なる人を選び親切ニ人民を善導して
支那の各地の模範的政治を布き各地より各派
共之れを憧憶される程の良政を布きば占領地
の人民は非占領地の人民よりも尚ほ安居楽業
ある様にすれば自然為政者の崇徳ニ服す引い
て日本の徳ともなる各地の反蒋派之れを聴き
ば華北の為政者ニ敬服すれば反蒋の事は各地
より北京へ来りて聯絡を取り反蒋の業も事半
はにして功を倍す故ニ占領地の人民の幸福を作
る事須央にして離る＝可からず生活の安定と
山田純三郎と「中国新軍閥混戦J
向上する事は人民の幸福のみでなく戦争の早
く解決する事にも役割ニなる人民華北の為政
伺l -者絶劉－信頼せば支那の該で玄へば文王七十里
を徳政王道であれは周ニ君臨す今日と難とも
支那人民は忘れずニ謡歌して止まぬ併し之れ
は北支ニ於て日本軍の首脳部と華北の〔糞察〕
ロマ】
政務委員舎の委員長とは一身同体を細大なく協
力し得る人であらされば此大任果す事も又困
難とならん何れ人物を得ても却て打ち解ける
事となる希くば政府は宜しく注意せられん事
を切望して止まぬ次第であり〔以下欠カ〕
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